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矢 島 國 雄
1は じめに
今日の日本では博物 館は どういうイメージで捉 えられているのだ ろう。
〈博物 館行 き〉 という言葉 があるが,こ れによる と,博 物館 とは不要なもの,役 に立たない ものの
置 き場 とい うイメー ジであ る。確かに,博 物館 というのは,何 や ら敷居の高い薄暗 くて荘重 な建物
に,古 めか しいものが難解 な説明をつけて並べ られているところ といったイメージがあった。 極端 に
いえば,博 物館はまさに霊廟(マ ウゾレウム)と い うイメージである。
事実,か な り多 くの人 々に とって,博 物 館 というのは,遠 足や修学旅行で行 くところ,行 った とこ
ろで,実 際,現 実の生活の中で必要な ところ,た びたび利用するところではなか った といえる。 しか
し,昔 も今 も,幼 児を持つ家族は休日な どに動物園に足 を運 んでいる。最近では,若 者たちが デー ト
の場として美術館や水族館を利用する傾向も増えてきているというし,子供たちが近隣の科学館を遊
びの場 として利用する傾向 も見える。 これ らはいずれ も博物館なのである とい うことを考えると,博
物館 を余 り意識 しないで,つ まり何 とな く堅苦 しい 〈勉強〉的なイメージではな く利用する傾向が見
えて来ているともいえる。 また,近 年の カルチ ャー志 向は,特 に高齢者 と婦人層 を地域の博物館,美
術館へ と目を向けさせ るようにな り,各極 の特別展な どは,そ れ相応 に人気 を集めている魅の も目立
っようであ る。客地:方自治体 や企業が,地 域文化政策,企 業 メセナ として博物館 ・美術館建設を標榜
す る ところが 目立ち,い わゆ るバブル崩壊 以前の10年の間に全国で数百館の博物 館 ・美術館 ・水族
館な どが開館 したことも事実 である。
このように,わ が困の博物 館 とそのイメージは,近 年 だいぶ様変わ りし始めている と見て よいので
はなかろうか。確かに,薄 暗 く,入 りに くい といったイメージは薄 らいで きたように思える。何や ら
堅苦 しく,小難 しい とい うイメー ジも変わ りつつあるようだ。そ して,国 土面積 に対 する博物館数は
世界有数の もの となった ことも確かである。
しかし,そ れ らの博物館の活動内容やコレクシ ョンの質 とい った点では,な お博物館先進国 といわ
れる欧米の博物館 と比べて,い ろいろ と弱点や問題点 も指摘 される。また,熱 しやす く冷めやすい と
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いわれる国民性 もあ るのか,開 館直後 しば らくの間の賑わいはあ っても,開 館か ら5年 も経 てば,
多 くの博物館が特別展の時以外は閑散としていることもまた事実である。
本稿の直接の目的はわが国の博物館の現状の分析ではなく,西欧文明の産物である博物館という社
会的な装置が どのような起源を もち,ど のような発達 を して きたのかについて,そ の社会 と科学のあ
り方との関係を考え,西欧社会にとって博物館がどのような意味を持った社会的装置 として位置付け
られ,利 用 されてきたのかを考えてみたい と思 う。おそらく,そ の ことは今 日の我が国の博物館の現
状の問題点 に関 して,そ の原因を追及す る手だてを与え,改 革にむけての視点を定め,ま た,改 革の






『博物館とは,社会 とその発展に寄与することを目的 として広 く市民に開放された営利を目的 と
しない恒久施設であ って,研 究 ・教育 ・レクリェーシ ョンに供するために,人 類 とその環境に関
する有形の物証を収集 し,保 存 し,調 査 し,資料 としての利用に供 し,ま た展示を行 うものをい
う』
と して い る。
「
また1我 が国の博物館法(1951)では,
『博物館 とは,歴 史,芸 術,民 俗,産 業,自 然科学等 に関する資料を収集 し,保 管(育 成)し,
展示 して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供 し,そ の教養,調 査研究,レ ク リエーションに資
するために必要な事業をおこない,あわせてこれらの資料に関する調査研究することを臼的とす
る機関』
とされ て い る。
つま り,い ずれ も,た だ単にものを集め,見 せるところ とはいっていない。
博物館 というのは,も のを収集 し,保存 し,調 査研究 し,展示 し,人 に見せることによって教育 す
る社会的な機関であ り,そ の活動は 《収集 ・保存》,《調査 ・研究》,《展示 ・教育》の三者が有機的に
構成されている他の機関 には無い独 自なもの=《博物館活動》 として展開され るものをい うのである。
ものを集め,保存するだけなら倉庫でも良い し,調査や研究は大学や研究所でも良い。教育は学校や
他の社会融育機関,教育施設でも代替できるだろう。 しかし,これらの活動が一か所で有機的に構成
された活動体=組 織は,博 物館 しかないという考 え方である。





念の成立 と軌 を一にするものなのであ る。
すなわち,こ うした博物館の考え方が成立するためには,〈もの〉 と くひ と〉が く神〉から解放 さ
れ,ま た くひ と〉が身分的秩序か ら解放 されて,〈公共〉 とい う観念が成立 しなければな らなかった
のであ る。〈ひ と〉 と くもの〉 が神学の範から解 き放たれて初 めて,す なわち,ル ネヅサソスから近
代の市民革命に至る歴 史を経て初めて,〈神〉の創造物は解放され,〈ひ と〉 と くもの〉 との意味,位
置,関 係を実体的に知 ること,考 えることができるようにな ったのである。 これが近代 社会の成立で
あ り,近代科学の成立であるといえる。.
そ して近代科学 と近代社会は,こ こに至って,くひ と〉 と くもの〉 とを,〈神〉の摂理 としてではな
く,〈ひ と〉の側に立 って,相 対化 し,組織化 して理解 し,そ の理解を具体的 に示す とい う欲望を抱
いた とい うことではなかろうか。そのひ とつの具現化が,博 物館 と呼ばれるものなのである。
2-2博物館の源流
こうした博物館の源流は,古代の神殿や宝物庫だという考え方がある。ヘ レニズム時代のアレクサ
ン ドリアにあったムーセイオソが世界最初の博物館だ という意見 もある。 また,も っと古 く古典期 ア
テネの アクロポ リスの神殿にあ ったビナコテークが美術館の起源だ とい う考え もある。 いや,も のを
集め,そ れを見ぜたものならば,既 に古代中国やパビロソに登場 してい るともいう。
しか し,こ れらは後に見るよ うに,近 代の博物館 とは異な っていることも確 かである。〈もの〉 を
集め,そ れ らを調べ,ま た集めた 〈もの〉を見せるとい った ことは,人 間の本性 と関わ って,極 めて
古 くから行われていた ことに違いない。洋の東西を問わず,そ うした例を探 し出 して列挙するこ とは
できる。 しか し,そ れらが現象的に,ま た形態的にいかに類似 していて も,〈公衆〉は成立 してお ら
ず,〈公共〉 という観念 も成立 していない時期 のもの として,そ の 日的 ・役割 ・意味は近代以後の博
物館 とはかな り異なった ものであ った といえるだろう。
2-3近代博物館の成立
ルネ ッサンスによって育て られた合理主義 と実験精神,な おそれが宗教的個人 としての意識 にとど
まるとはいえ,宗教改革を経て覚醒させられた個人意識 地理上の発見による世界の拡大といった近
世の大きな改:革;変化が,17世紀には理性による自然や社会の法則の認識への確信を生み出 した と
いわれる。デカル ト以後の合理主義哲学,ニ ュー トンによる古典 力学の完成に象徴 され る科学の発 展
は,くもの〉の収集 とその研究 を促 し,リ ンネに象徴 されるタクソノミーを科学の広範な分野 に登場
させるこ とになる。 ア リス トテ レス 自然学 の近代的姿であ るということもできる。18世紀 には,合
理主義思想と経験主義哲学から発 した啓蒙思想 と,自然科学の各分野での発展は,ついには,〈もの〉
を神か ら解放 し,くひ と〉を神学的秩序,身 分的秩序か ら解放するもの となっていった。
16～18世紀の西欧 では,当 勧 は王侯 ・貴族,後 には上級市民層 までが,ヨ ーロ ッパ各地 に膨 大な
数 の私 設 の コ レクシ ョン=キ ャ ビネ ヅ ト(cabinet)をつ くって い る。 そ う した コ レク シ ョンは必 ず
しも行 き届いた科学的分類 ・整理がお こなわれて いた とはいえない ものであるが,珍 奇 なもの,財
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宝,ス テー タス ・シンボル としてのコレクシ ョンの中から,次 第 にタクソノ ミーの原理 に基づいた体
系的な資料群 としての コレクシ ョンへ と変化 してい くものが登場 している。
フーコーにな らって言えば,世 界の断片を集めることによって世界の縮 図を私有 し,こ れを眺めた
い とい う欲 望の 現 れで あ り(フ ー コー1974,PP148-186),タク ソノ ミー の時 代 に おけ る世 界 観 を表
す もの であ る とい え る。 キ ャビネ ッ トや クソ ス トカマ ー(kUnstkammcr)と呼 ば れ る こ う した コ レ
クション形成が,ほ ぼ全 ヨー ロッパに認め られるとい うことは,そ うした欲望がいかに強かったかを
知 らされる。
実は,こ れらのコレクシ ョンは,多 くのものが近代博物館の成立に深 くかかわ るものである。世 界
の断片を集め,眺 め ることによってそれを所有す るとい う,こ のキ ャビネ ットやクソス トカマーと呼
ばれたコレクションとそのあ り方は,近 代博物館の直接的な先駆形態であ るともい うことがで きる。
例 えば,ア シュモ レアソ博物 館は,ジ ョン ・トラデスカソ トの コレクシ ョンを中核 とするエ リアス
・アシュモールのコレクションであ り,大英博物館はハンス ・スローソの コレクシ ョンが中核 とな っ
て創 設 され て い る。.
啓蒙的近代 と市民革命 を経て,〈ひ と〉が解放され,自 由 と平等が謳いあげ られ る。〈公共〉観念が
成立 し,万 人が教育を受け る権利が明確にされる中で,近 代公教育思想が生み出される。 この申で,
学校な どとともに,博 物館が公教育機関 として位置付 け られ,コ レクシ ョンを万人に解放 し,これ を
充実させてい くこ とが求め られるこ とになる。1753年制定の大英博物館法や,ル ーブル美 術館の創
設につなが るフランス革命の中でのコソ ドルセの主張な どに明 らかな ところである。
近代市民社会 によって,博 物館は,広 く市民一般が利用できる,世 界を体系的に整理 ・分類 して示
して くれるもの,実 物 による〈百科全書〉として位置付け られた といって良かろう。象徴的にい えば,
ここにおいて,くもの〉は最終的に 〈ひ と〉 と向 き合い,所 有されるもの とな ってい った。あ らゆ る
〈もの〉が神 との関係 を断たれた ことによ り,改 めて 〈ひ と〉 と く社会〉によってその価値を量:り直
され,新 たな価値付けをなされることになった といえる。言い換えれば,あ らゆ る 〈もの〉が科学 の
〈資料〉にな り,あ るいは 〈作品〉 とな ったのである。
さらにい えば,こ れを契機 として,〈もの〉は最終的には 〈商品〉 とな って しまった といえようか
(多木1984,pp78一147)。
19世紀後半か ら今世紀は,博 物館 の時代 といって も良い。近代公教育制度の整備 ・確立 と平行 し
.
て,博 物館は国策 として,実 物教育の場,啓 蒙教育機関 として組織的整 備が進め られるこ とになる。
2-4今 日の博物館
ICOMの定款 では,今 日,博 物館は,先 に引用 した定義に沿 うものの他,保 存修復の研究機関,
図書館 ・資料センターな どに付属 する恒久的展示施設,自 然 ・考古 ・民族学関係の記 念物 ・保護地
域,博 物館的性格を持つ史跡 ・建築物で収集 ・保存 ・教育等の活動を行 っているもの,植 物園 ・動物





実際,日 本で も,サ イエンス ・センター,動 物園 ・水族館 ・植物園やプラネ タリウムが博物館 とし
て扱われているし,近年では自然保護センターなども加わっている。博物館の範囲やその現象的な形
態は,実 に多様化 し始めているといって よい。
世界的に見れば,フ ランスのポンピ ドー ・センターな どが,こ れまでの博物館 という概念か らは大
きく踏み出 したもの といえるかも知れない。その中核 に美術館はあ るとはいえ,よ り広範な総合芸術
センター とで もいった性格の ものである し,ア ン リ ・リヴィエールの唱えるエ コ ・ミュージアムに至
っては地域の生活や環境 ぐるみ博物館 と定義 して しまおうというものである(Rivierc1985)。
19世紀から今世紀前半において,博物館は確かに公教育機関ではあ りながらも,実際には誰にで
も分かる展示を実現していたとは必ずしもいえなかった。創設期の博物館は,確かに多 くの市民に新
たな世界を示 し,新 たな視覚経験を与えた ことによって賑わったが,や は り一般 には高尚で敷居の高
いところであ ったことは否めない ものが多かった といってよい。 その裏にいかに高度で先端的な研究
があ った とい って も,研 究者以外 にはほ とん ど理解 で きない展示は,社 会に とっては,単 に新たな
《視 覚経験の拡大》 をもた らしたに過 ぎず,こ の点では見せ物 とほ とん ど変わる ところではなか った
とい って も良い。反対 に適切な研究 を欠いてお り,資 料的に も不十分な もので しかないよ うな展示
も,同 様に,結 局は公教育の役には立たず,せ いぜい 〈変 ・古 ・珍〉なるものを見た とい うことに し
かな らなかったのである。
博物館 とその展示 を,よ り広 く一般の人々にも分か り,利用で きるところにする努力は,例 えばサ
一 ・ヘ ンリー ・コールの主導 でサウス ・ケ ンジン トン博物館では19世紀後半 に始 まっている し,生
態的な展示 も19世紀中ば には既 に見 るこ とができる。 しか し,展 示 に文字 による解説が広範 に導入
されるようになるのは20世紀 になってからであ ることや,博 物館人の発言に,博 物館 というものは,
誰 もが見て分かるものであ る必要はな く,そ うす ることは展示 の学術的 レベルを落 とすことになるだ
けだという意見が根強 く見られた ことからすれば,博 物館は公教育機関であ るといいながらも,そ の
実態は決 して誰で もが十分に活用で きるような ものにはなっていなかったことが分か る。
これに対 して,今 世紀前半期にイギ リス,ド イツ,ア メ リカなどで展示の改革な どが着手される よ
うになるが,二 度にわた る世界大戦期でもあるこの時期には,必 ず しも充分な改革の展開は実現され
なか った。 ようや く1950年代以降,ま ずアメ リカ,そ してヨ一一ロッパ各国の博物館が博物館教育の
強化に本格的に着手 してくる。第1に始められたのが展示の革新である。あるだけの資料を所狭 し
と並べていたもの を見やす く整理 することが始 まり,ジ オラマな どの生態展示,復 原模型 やカッ トモ
デルの多用,写真や解説パネルの充実が図られ,視覚心理や行動心理に配慮 した展示の考え:方が登場
し,展 示制作にデザ イナーが本格的に加わえられるようにな って くる。そ して,何 よりも展示のコン
セプ ト,この一角,こ の壁面では何を見せ,何 を伝 えるのか といった問題が本格的に検討され,誰 に
で も分かるよ うにそれ を伝えるためには,ど うい?た 展示資料 を,ど う展示 するか ということが真剣
● ●
に検討 されるようにな ってきた。単に 〈もの〉を見せるから,〈もの〉で語 るへの変化 とい って もよ
か ろ う。
同時 に博物館は,r図書館であ り,展 覧会や映写会や講演会の場所 であ り,ま た出版 センターで も
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あ って,そ;れゆえに,出 会いの空間,社 会組織の再生の空 間』(ポ ミアソ1992,PP4-5)であると評
価されるように,単に展示だけでな く,各種の博物館教育活動が行われ,確固とした社会的位置を占
め る よ うにな ってい った。
こうした博物館の変化や改革は,博物館の中核組織である専門職集団の在 り方の変化なくしては実
現 しなかった。19世紀以来今世紀前半 までは,博 物館の専門職員はキ ュレーー ター(curator)やキー
パー(keeper)と呼ぱ=れる資料の研究や保存の専門家だけであ って,こ のキ ュレー ターが実際に展
示 もし,博物 館教育 も担 当 していた。 ところが,1950～1960年代か らは次第 に役割分化が始 まり,
博物館教育の担 当者,資 料の保存 や修復の専門職(conservator)が分化 し,役 割毎の人員の拡充 が
図られるようになった。そ して,ボ ランテ ィアを含む展示解説な どの博物館教師(museumteacher,
docent),イン ター プ リター(interpreter)とい った役 割 の人 間 が博 物 館 に登 場 し,キ ュレーー タ ー の
指導で実際の博物館教育を展開する ようになって きた。1970年代以降では,基 礎 とする専門が教 育
や コ ミュニケ ー シ ョン とい った 分野 の博 物 館教 育の専 門職(educator,curatorofeducation)があ い
次いで生 まれ,博 物館において,教 育部が学芸部 と並んで確固 とした位置を占め るようになってい
る。 このほか展示デザイナーや資料の登録管理者 といった専門職が登場 して くる。
前述の ように,博 物館の機能 ・役割は 《収集 ・保存》,《調査 ・研究》,《展示 ・教育》の3木 柱 か
らなる。学芸部 とその専門職員であるキュレー ターはコ レクシ ョンとその専門分野についての調査 ・
研究 に当 り,博物館の学術的な質に対 して全責任 を負う。一方,教 育部 とその専門職員であるエデ ュ
ケーターは博物館の展示を含む教育方法を研究 し,学芸部の研究の成果をどの様に具体的な展示や教
育活動 として実現す るかについて責任を負 うというものであ る。そ して資料 の保存 ・修復 ・管理な ど
にはそれぞ;れコソサーベ一 夕ー ・レジス トラー といった専門家 が当た るとい う組織体制 が,欧 米では
確立 されようとしている。
今口,欧 米の先進的な博物館では,斬 新 で高度な内容 を持 った展示や教育活動が,実 にいきい きと
展開さ;れているが,そ;れを実現させているのは,上 述の ような各種の専門職員がそれぞれの役割 を果
た し,相 互に有効な協同 ・協力関係を築いて 《博物館活動》(調査 ・研究,収 集 ・保存,展 示 ・教育)
を行 っているか らである。多数の専門職員を擁 し,重 厚な調査 ・研究に裏打 ちされた質の高い展示 を
行い,社 会のニーズに応える各種の活動を繰 り広げることによって,博 物館に対する社会的な支持 を
高め,確 保 し,その支持を背景 として更なる発展 を展望 しようとしているといえる。
.
3博 物館の原初的な諸形態
3-1コ レクシ ョンの起源 とその社会的意味
ポミアソは コレクシ ョンを定義 して,『一時的 もし くは永久 に経済活動の流通回路の外 に保たれ,
その目的のために整備された閉ざされた場所で特別の保護を受け,視線にさらされる自然物もしくは
人工物の集合である』(ポミアソ1992,p22)とい う。




巻 き貝,球 状珊瑚 と黄鉄鉱の塊が見いだされた他,貝 殻,化 石,水 晶,方 鉛鉱,黄 鉄鉱の塊な どがい
くつかの遺跡 で確認 されてお り,rこの風変わ りな:蒐集 と宗教 との間 には,何 らかのつなが りが存在
す るの であ ろ う』 とい う(Leroi-Gourhan1971,引用 は ポ ミア ン1992,P50より)。ポ ミア ソは 『道
具の生産 と食料の取得 に還元さ;れていた経済活動の流通回路か らはずされて』(ポミァソ1992,p51)
いた これ らの品物は,集 められ,特 別 に扱わ:れ,視線 にさらされていたものであるとして,イ エー ヌ
洞窟の住人を世界最:初の蒐集家 としている。
しか し,ポ ミアン も説 くように,コ レクシ ョンの起源その ものはさ したる問題 ではな く,古代以来
の墳墓の副葬品,神 殿な どへの奉納物,贈 物や戦利品,聖 遺物,君 主の財宝な どに見 られるように,
こうしたコレクシ ョンは,い ずれ も,何 らかの意味において経済活動 の流通回路の外 に置かれ,展 示
され,視 線 にさ らされ ることによって意味 を持 つ集合 であった ことが重要である。展示 され,視 線に
さらされることによって意味を持つ集合 としての コレクションは,そ れゆえ集め られた物品 と,そ の
集合それ 自身を記号 とする意味作用 により,直 接 目に見える ものばか りでな く,実 は月に見 えない も
のを も表象する という機能 を果たすこ とになるこ とが,コ レクシ ョンの本質であるとポ ミアンは結論
している(ポ ミアン1992,PP19-37)。とこにコ レクシ ョンの社会的な意味が発生する とい って よか
ろ う。
この意味作用は,そ のコレクシ ョンの所有者,つ ま り見せる立場にあ るもの と,見 る側,見 せられ
る側 との社会的な関係その ものを も反映する。博物館 とそのコレクシ ョンでいえば,科 学 ・文化 と社
会の関係を内包 した意味作用が,そ れぞれの時代 に読み取 れるとい ってもよかろう。
3-i古代における博物館の前史
我が国では これまで,古 典期ギ リシャにおけるアテネ,ア クロポ リスのピナコテー ク,あ るいはヘ
レニズム時代アレクサン ドリアのムーセイオソな どが,そ れぞれ博物館の起源 を示す もの,あ るいは
起 源 と関 わ る もの と して論 じられ て きた(棚 橋 豆947,1950,1957,木場1949,鶴 田1956,川 崎
1967,富=ヒ川1971,加 藤1977,薪 井1979,小 川1981,小 竹1985)。
例えば,人 口に最 も膳表 しているア レクサン ドリアのムーセイオンが博物館の起源であるとす る考
え方は,日本では棚橋源太郎に端を発するものと思われるが,そこでは棚橋自身この問題について十
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分な証拠を挙げて論 じているわけではない。棚橋は 『世界最初の博物館』 といいなが ら,『今 日な ら
ば何学園 とか何高等学院 とか,或 は何大学 とでも名附 くべ きものであったであろう。 したがって今 日
の一般の博物館 とは少 し性質のちがった ものであった』(棚橋1950,P17)と述べている。
この部分の記述は,か つて筆者が論証 したようにデ ィビ ッ ド・マー レーの 『博物館=そ の歴史 と利
用 』(Murray1904,p1)の記述 に基 づ くもの だが,マ ー レー の原 文 では``themostimportantmuse一
層
umofantiquitywasthegreatinstitutionatAlexandria～"とな っ て い る の に 対 し,棚 橋 は 『世 界 最





て よいが,後 半の記述 よ りr世界最初の博物館』 という点をよ り重 く見ているようで,棚 橋の著作か
らのある意味で不正確な引用が,ア レクサン ドリアのムーセイオソを世界最古の博物 館 とする〈定説〉
を作 り上げて しまった と言えるのではなかろうか。
マー レーやバザンな どの博物館史に関わ る著作を見て も,ア レクサン ドリアのムーセイオソは必ず
博物館の起源 に関わって取 り上げ られてはいるものの,こ れを唯一最古の博物館の起源 とする とは論
じられていないことは注意 しなければな らない。
そのア レクサン ドリアのムーセイオンとは,紀 元前294年以来,そ の宮廷 に庇護を求めていたデメ
トリオス ・ファレロソの進言を容れたプ トレマイオス1世 ソーテールが,ア リス トテ レスの リ7ケ
イオソの学園パ リパ トスをモデルとして設立 した学術研究センターであるとい って よい。一応の完成
を見るのは後継王プ トレマ イオス2世 フ ィラデル ファスの治世であ る。プ トレマイオス諸王の庇護
の下で,ム ーセイオンは存続 し,ロ ーマ期 にもその事業はそのままローマ皇帝に引 き継 がれる とはい
うものの,次 第に勢いを失い,ア ウレリウス帝の時代以後は規模が縮小され,活 動 も停滞 してい く。
最 終 的 に は 大 司 教 テ オ フ ィ ロ スに よ り397年にい た って 破 壊 され る(M田ler-Graupa1893,pp801一
821,坂 口1923,pp139-151,マ ル 一ー1985,pp230-233等に よ る)。
周知の ように,こ のムーセ・でオソには大図書館があ り,80万巻 にも上る蔵書 があ った といわれ,
ギ リシャ世界各地か ら招膀 された研究者が王の庇斐の下で,ム ーセイオソの施設を使 って研究 を行っ
ていたこ とが知 られてい る。ムーセイオソの施設 としては,図 書館のほか,植 物園や動物園の存在 が
知 られてお り,研究用の各種の器具や資料などが収集されていたことも知 られている。研究に従事す
る学者は,税 な どあ らゆ る負担 を免除され,王 からの給費で生活 し,研究 に専念できたという。初期
のムーセイオソは学士院とでも言うべき性格が強いが,次第に高等教育機関としての活動 も拡大させ
ていった と考 えられる ものである。
このように,ア レクサ ン ドリアのムーセイオソは,確 かに学術研究センター ともい うべ きものであ
り,高 等教育機関でもあったようで,そ の意味では今 日の博物館 とは大 きく異 なった ものである とい
える。 しか し,そ の設立の契機を作ったデメ トリオスがア リス トテレスのパ リパ トスに学んでいるこ
とを考 える と,そ こでの学問研究の姿勢にはア リス トテレスの自然学の方法,す なわち,実 証を重ん
じ,研 究資料 として自然物を中心 とする様 々な ものが積極的に収集 されていた ものと推測することが
許 されるであろう。有名 な図書館における収集 とその整理の体系を考える とき,ム ーセイオソ におい
て も,同様の哲学 と整理 ・管理の体制が採 られていた と見ることは,そ れほ ど大 きな誤 りではないよ
うに思える。動物園 ・植物園の存在は知 られているが,こ の他にも相当量の 自然物や,今 日的な意味
でい う芸術作品な どが収集さ=れていた と考 えられよう。ただそれ らが,今 日の博物館における展示 に
類 した在 り方を していたかどうかは知 り得ない。
調査 ・研究 と資料収集,さ らに教育研究へのそう したコレクシ ョンの利用 という実態がおぼ ろげな
が ら確認で きるとすれば,あ るいは 〈自然史系博物館〉の祖形のひ とつ と見ることが許されるか もし
ねないが,ギ リシャ科学の終焉 と共にその伝統 を全 く絶 って しまうこともまた確かであ り,近 代に成
立する博物館 と直接的 につながるもの とはいえないだろう。




クやス トア ・ポイキ レーな どの方 が,コ レクシ ョンその ものを不特定多数の巡礼の視線にさらすこ と
をもって本来の機能としていた点を考ネると,博物館の起源 とするにふさわしいという考え方もあろ
う。 バ ザ ン も,そ の 大 著``TheMuseumAge"にお い て,こ の こ とを 示 唆 して い る(Basin1967,
ppl1一14)。
この うち で最 も有名 な ものはア テネのア クロポ リス神殿,そ のプロピ ュライアの北翼をなすピナ コ
テー クであ る。 これは,紀 元前430年代,ム ネシク レスの建築 にな るもので,パ ウサニアスの 『ギ リ
シャ案内記』にも示されるように,オ デッセイやアルキビアデスらを画題とした複数の画家の複数の
絵 画 が存 在 した とい う(Pausanias1959,ppllO-113,パウサ ニ ア ス1991,pp104-106)。た だ し,卜
うヴ ロスに よれば,こ の ピナ コテークの内壁 を巡 って,17個の寝台が備え られていた とされ,ア ク
ロポ リスへの巡礼者の休息所的な施設である ともいわれ る(Travlos1971,pp482-493)。
ピナ コテークの語源は ピナス,つ ま り板であ るところが ら考える と,そ こに飾 られていた絵画は板
絵 であ る可能性が高い ともいえるが,こ の点は必 ず しも明瞭ではない。 フ レスコ画やモザイク画であ
った とすれば,建 物 それ 自体 と一体 に考えるべ きであ り,コ レクシ ョン,展 示 といった概念 からはか
な り遠 くな らさるを得ないか とも思 える。
いずれにせよ,不 特定多数の巡礼者の視線にさ らす ことを前提 として,絵 画 によってギ リシャの世
界観,人物評価が意図的に示されていたことは誤 りない。共有するために絵画を展観するという点で
は,ピ ナ コテークを,あ る意味で 〈美術館〉の原初的形態 というこ とは許容 される と して も,『今 日
の美術館 とほぼ同様の機能 を持 った博物館施設』(小竹1985,pp6-7)とまでいい切 るのは問題 があ
るだ ろ う。
3-3西欧中 ・近世における博物館の先駆的諸形態
中世 を通 じて重要な コレクシ ョンは,い ずれ も教会や修道院のそれであった。 これ らの コレクシ ョ
ンは,信者や巡礼からの奉納物 と聖遺物からなるものである。
後者は教会や修道院そのものの聖性を高めることをねらい,極めて積極的な収集が行われたことが
知 られている。事実,聖 地奪回を 目指 した十字軍 も,聖 遺物収集 には一役買ってお り,後 期の十字軍
ともな る と,聖 遺物 の組織的買い上 げをその 目的 とするものまで現れているという。




多 くは,単 に珍奇な もの として眺 め られるだけの もの となって しまっていた といえる。
このような聖遺物と奉納物は比較的良く保存され,今 日に至っているものも多い。その具体的内容
や コレクシ ョン としての厚 みを体験す るこ とができるのは,教 皇 とヴ ァチカンに寄進 された聖遣物や
奉納物であ り,今日もヴァチカンの複数の博物館にその実態を伺 うことができる。
こうした教会や教皇のコ レクシ ョンの動向は,王 侯貴族層 に対 し,教 会や教皇にな らって,あ るい
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は対抗 して,権 力や財力を誇示するコレクシ ョン形成に向かわせるもととなった ともいえる。その う
ちで最大のものがメデ ィチ家の コレクシ ョンであ った し,よ り小規模な コレクシ ョンはイ タリアを中
心 として ヨー ロッパ各地に形成されるこ とになる。イタリアにおける宗教的遺品,ギ リシャ ・ローマ
期の考古学的遺物,絵 画 ・彫刻,装 飾品や工芸品な どか らなるコレクシ ョン形成の様子は,バ ザソ,
イ ソペイ,ポ ミアソな どの 著作 か ら容 易に伺 うこ とがで きる(Basin1967,ImpeyandMacGregor
1985,ポミア ソ1992)。
そうした私的なコレクシ ョンはキャビネ ッ トと呼ばれた小部屋 に収納 され,収 集者 と選ばれた人 々
の視線 にさらされ ることとなっていき,ル ネッサ ンスか ら近代科学の出発を迎える時期 に一定の役割
を果た してい くこ とになる。
4イ ギリスにおける博物館の発達
4-1イギ リスにおけるキ ャビネ ッ トの形成
近世末から近代を通 じてのイ タリアにおけ る私的な コレクシ ョンについては,イ ンペイやポ ミアソ
の著作に譲 り,近 代の博物館創設へ とつなが るキャビネ ッ トの在 り方 とその社会をイギ リスを舞台 と
してみてい くことに したい。
イギ リスにおけるキ ャビネ ヅ トの在 り方に入 る前 に,前 項 との関係で整理 してお くべ き点は,イ タ
リア的なキャビネ ッ トの伝統が北部 ヨー ロッパでのキ ャビネ ッ ト形成へ と拡散 してい くのにあた り,
珍奇な 自然物収集の流行のほうがやや際立 って見 える点 であ る。 いわゆ る く驚異の部屋(Wunder一
kammer)〉や くキ ュア リオ シテ ィー(Qur三〇sity)〉と呼 ばれ る私 的 コ レク シ ョン形成 は,ラ テ ン ヨー
ロ ッパ以上 に盛んであるように見 られる(イ ンペイ とマクレガーが編集 した 『博物館の起源』中の各
論文を参照)。これは,イ タリア とフランスの ・部 を除いたヨーロッパ各地では,キ ャビネ ッ ト形成
の時期がやや遅れること,つ ま りそろそろ近代の合理科学 が登場 して くる時期に当たることと,新 教
の文化圏であるところにその原因 を見 ることがで きるもの と考えているが,そ の詳細な分析はなお途
上 にあ り,稿 を改めて論 じたい。
イギ リスにおけ るキャビネ ッ トの流行は,17世紀の後半か らであ るが,そ れ以前の注 目すべ きも
.
の としては,12世紀 にウィンチ ェスターのヘ ンリー司教が,ロ ーマから古物の コ レクシ ョンを もた
らしていること,次 いで,グ ロスター公ハンフ リーが,図 書の収集で名高い ことが挙げ られる程度で
ある。 この コレクシ ョンは,14世紀にオ ヅクスフ ォー ド大学ボー ドレアン図書館 となった ものであ
る (Lewis1984p24)。
16世紀 には,1533年の王の古物の収集が知 られている し,世 紀後半 には,古 文化財 の保存のため
の団体が創 設され,1586年にはウィ リアム ・カムデンにより英国古器物 のガイ ドブ ックが出版 され
ている(Lewjs1984,p24)。この時期に英国で コレクシ ョン形成の活動が広 が り始めるのは,宗 教改






17世紀,英 国は,ヨ ーロ ッパ におけ る近 代科学の中心地 としての地位確 立に向 うが,こ の時期の
英国の科学 を主導 していたフ ランシス ・ペーコソは,1594年にエ リザベス1世 に対 して,人 工の器
物 を集めたキ ャビネ ッ ト,図書館,動 物園 ・植物園は,将 来の更な る科学研究 のために,是 非用意 さ
れるべきものであると示唆 した といわれる(Lewis1984,P24)。いかにも実験 を方法論の中核 に据 え
たべ ーコソら しい考 え方であ り,大 陸におけるキ ャビネッ トの流行 に強 く刺激された発言である とい
える。
英 国におけ る最初の重要な王室 コレクシ ョンはチ ャールズ1世 の手になる もの で,ホ ワイ トホー
ル宮,ウ インザー宮,ハ ンプ トン宮の絵画 や美術品の小 コ レクシ ョンを受け継 ぎ,1627年にはマン
トパ のゴンザーガの全コレクシ ョンを手 に入れ,ま た ローマ教皇の タピス トリーの下絵 として描 かれ
た ラフ ァエ ロの作品 な どを入手 している。 チ ャールズ1世 の コ レクシ ョンの カタロ グによれば,
1400の絵画 と400の彫刻が挙げ られている。 このコ レクシ ョンは王の処刑後,大 部分が売却 され,残
りも1697年のホワイ トホール宮の火災で失われている。(Lewis1984,p24)
17世紀前半 には個人の コレクシ ョン,主 として貴族 のコ レクシ ョンが形成 され てい る。そ う した
コ レクシ ョン と して は,ト マ ス ・ハ ワ ー ド,サ ー ・ダ ドリー ・カー ル トソ,サ ー ・ロバ ー ト ・コ ッ ト
ン,ジ ョン ・ トラデ ス カン ト:父子,ジ ョン ・バ ー グ レイ ブな どの コ レク シ ョン が良 く知 られ て い る。
第21代アランデル伯 トマス ・ハワー ドは,英 国で小ア ジア とギ リシャの古文化財の重要性を認識
した最初の一人である。ハ ワー ドはウフィッツィ ・ギ ャラ リーを模 して アランデル ・ハ ウスを作 り,
ここにコレクシ ョンを展示 した という。ハワー ドのコレクシ ョンは散逸 して しまっているが,そ の図
書はロイヤル ・ソサエテ ィー に寄贈されてお り,ま た大理石の碑文はオックスフォー ド大学 に寄贈さ
れ,今 日ア ッシ ュモ レアン博物館で見ることがで きる。(Lew三s1984,p24)
ダ ドリー ・カール トンは古文化財 と絵画の収集 を しているが,英 国大使 として各地に赴 いた彼は,
その地位と便宜を生かして,収集の範囲は広 く,交換や売買の国際的な取引のネットワークを創 りあ
げて,英 国に多 くの作品を もた らしている。ルーベ ソス も彼の顧客の一人であ った といわれてお り,
アン トワープのルーペンス自身のキ ャビネ ッ トのために自分の作品 とい くつかの古器物 とを交換 して
い る とい う。(Lewis1984,p24)
ロバー ト・コ ットンはウェス トミンスター校副校長のウィ リアム ・カムデソの影響を受 け,英 国の
古文書類 やコイン,古 文化財を収集 しているが(Lewis五984,p24),この コレクシ ョンは,後 に大英
博物館創設時の基礎 となったコレクシ ョンの一つである。
17世紀において最 も著名であった英国のコ レクションは,ジ ョン ・トラデス カソ トの ものである。
その コ レクシ ョンは 自然物が中心 であって,1625年にラソベ スに家 を借 り,そ こにコ レクシ ョンを
並べ る とともに,庭 には外 国の植物 を育てて いた。当時の記録に よれば,こ れは公開 されて いて,
〈トラデス カン トの箱舟〉 と呼ばれるロソ ドソ名物の一つであ った とい う(Murray'1904,pp107-108,
Lewis1984,P24,Altick1978,PP10-12)。コ レク シ ョンの 完 全 な カ タロ グが 彼の 死 後,1656年に
"MusaeumTradescantianum"として 同 名 の 子 息 の手 に よ って 出版 され,コ レク シ ョン も受 け継 が
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れる。子の トラデスカン トの死後,コ レクションはエ リアス ・アシ ュモールの手に移 り,最 終的には
オ ックスフ ォー ド大学に寄贈 され,1683年アシ ュモ レアソ博物館が創設される。
この17世紀後半か ら18世紀 は,英 国がまさにヨーロッパの科学研究の中心 となっていた時期 であ
る。 アカデミーが結成され,各 地 で地域的なソサエテ ィーが結成されるな ど,革 命を通 じて自立 しつ
つあった市民層を広く巻き込んだ科学運動の時期である。
イギ リスのアカデ ミーであるロイヤル ・ソサ エティーは大陸のアカデミー と異な り,『実証的科学
を,そ れ自身十分な権威を持 った もの,む しろより高い権威を持った もの と考 える というものであっ
た』(ベソ=デ ーヴィッ ド1974,p100)といわれている。科学を重視する というクロムウェル時代の
教育思想 ・教育政策は,そ の後 も生 き続け,宗 教的多元主義や社会変動 と結びついて,社 会的に承認
され,ま た科学者たちそれ自身 もこう した社会的動向に適応 していた ともいえ る。 こうした科学の
〈制度化〉 を実現 した英国では,こ のことによって,近 代科学の実験的 ・実証的方法の基礎 としての
資料群=コ レクシ ョンの意義 を社会的 に承認するこ とになる。 また,市 民層をも巻 き込んだ時代精神
としての科学運動は,科 学のアマチ ュア化 も促進することとなった ともいわれる。経験主義哲学の勃
興と産業革命を進めた科学技術に対する信頼 ・支持はこうした科学 と社会の状況の産物であるといっ
て誤 りのないところであろう。
4-2キ ャビネ ッ トか ら ミュー ジア ムへ
こう した社会 を背景 として,17世紀末,世 界最初の公共的 な博物館であるアシ ュモ レア ソ博物館
が登場することになる。
1682年,コレクシ ョンを保管す る部屋を設け ることを条件 としてエ リアス ・アシュモールが トラ
デ ス カソ ト父子 と自分 の コ レクシ ョン とをオ ック スフ ォー ド大学 に寄贈 した もの で,最 初 は
<Ashmole'sRepository>と呼 ば れた もので あ る(Lewis1984,p25,0venen1986)。そ の設 立 にあた
り,明確に一般の利用に対 して も公開することを謳 った世界最初の博物館である。
アシュモールはかねてか らその コレクシ ョンをオックスフォー ド大学に寄贈することを申 し出てお
り,こ れを受けた大学は,1679年か らそのコ レクシ ョンを収容す る建物 の建設に入 ってい る。建物
の完成は1682年のことで,す ぐさまアシュモールのコレクションが収容され,ヨ ー ク公 ジェームズ
の手 で オー プン された(Munay1904,P109,0venell1986,PP18-30)。最初 の キーパ ー は ロバ ー ト ・
プ ロ ッ ト博 士 で,彼 自身 の考 えに よる分 類 に従 って展示 を行 っていた といわれ(Murray1904,
p110),また,博 物館を利用 して週3回 の化学の講義を行 っていた といわれる(Lewis1984,p25)。
アシュモレアソ博物館は,以 後今 日までオ ックスフ ォー ド大学 において科学研究センター としての
役割を果た してきたが,大 学内にいくつかの専門的な博物館が開館する度に,手 持ちのコ レクシ ョン







1753年,ハン ス ・ス ロー ソが その コ レク シ ョンを20,000ポン ドを2人 の 娘 に 支払 うこ と と,コ レ
クションを分割 しないことを条件 と して国に遺贈する。 このス ローソのコ レクションは写本 ・手稿本
な どを含む図書類,貨 幣 ・メダル,貝 類 ・鉱石 ・化石な どの 自然物 を中心 とする もので,総 数は13
万 点以 上 で あ った とい う(Murray1904,pp137-138,Miller1979,pp39-41,Alexander1983,
p31-32)。ス ロー ソ 自身 の評 価 で は,そ の 価値 は80,000ポン ドとい う もので あ った。
この申 し出に対 して英 国国会は,同 年6月 に,『ハン ス ・スロー ン卿の コレクシ ョンあるいは博物
館,な らびにハー リーの手稿本コレクシ ョン とコッ トン文庫 とその付属品を受理 し,有 益に使用す る
ための公衆博物館を入手することを目的 とする法案』を採択 し,国立博物館を設立する法律(Act
26,Geo.IIC.22)を制 定 す る。 いわ ゆ る 『大 英博物 館 法1753』で あ る。
この法律では,
rすべての技芸 と科学はお互いに関係を持っている。進歩や改良に寄与する自然科学の諸発見や
他の科学 の思索的な知識 もまた しか りであ る。MuseumとかCollectionとか呼んだ ものの意義
は,最 も有効な試みや発明の手助けとなる。あるいは成功に導 くことを豊富な例で示すことにあ
るだろう。(中略)MuseumやConectionは保存され維 持されるべ きものだが,そ れは研究のた
めや学者 や好 奇心 の強い者たちの楽 しみのためであるばか りでな く,も っと広 く一般の利用 と公
衆 のための利益 として行 われるべ きものである。』
と宣言 し,博 物館創設 の意義 とその一般への公開による社会的役割 を明らか にしている。 これは,当
時の教育観と百科全書的哲学に基づく宣言であるといえよう。
1759年の開館に当 って,祝 祭 日を除 き,冬 は月曜 から金曜の9～15時,夏 は3日 間は昼間の開館
だが,2日 間は夕方の16～20時として,昼 間来 られない もののために配慮 している。入場するために
はチケ ッ トを申込 み,そ れを買 って,指 定された 日時に出向 くことが必要であ った。1時 間 について
10人のチケッ トしか発行せず,館 内では5人 つつのパーテ ィとな って,案 内されて,観 覧 するこ と
にな っていた とい う。 この ような状態であるにもかかわ らず,1784年にフランソワ ・デ ・ラ ・ロ ッ




博物館の芸術 に対 するアプ ローチは,考 古学的 な立場 か らで しかなか った』(Basin1967,pp147一
150)とい う。 これは両国の科学の在 り方の違い に起因するもので,英 国に本格的な美術館が創設 さ
れ るの は,1824年の こ とで あ る。
大英博物館の出発時の基礎 コレクシ ョンは,サ ー ・ハ ンス ・スローソのそれに,オ ヅクスフ ォー ド
の初 代伯 爵 の ロバ ー ト ・八 一 リー の コ レクシ ョン とサー ・ロバ ー ト ・コッ トンの コ レクシ ョン を加 え
た ものであ る。スローγの コレクションは もともとアルパマール卿の私的な医者 としてジャマイカに




コレクシ ョンの価値はその質 と量:によって決まるが,ス ローン自身が,こ れ らのコレクシ ョンの購入
と,を の収蔵,展 示のための施設に対 して要 した金額 は,実 際 には9万5千 ポン ドにのぼ った とい
わ れて い る(Millerl986,Lewis1984,p26)。
大英博物館という国立の公開された博物館の創設は,個人のコレクション形成にもいわば弾みをつ
けた し,コ レクションの展示が当時流行の各種の見せ物に混 じって,有 効な興業のひ とつで もある と
い う風潮が起 こっていることを,18世紀後半の ロソ ドソでは伺 うことができる。
4-3キ ャビネ ッ トと見せ物
17世紀の 〈トラデスカソ トの箱舟〉の伝統はあるが,18世紀後半には,サ ー ・ア シュ トソ ・リー
ヴァーやウィ リアム ・ヴ ュロックのコレクションの展示が,ロ ン ドン名物の見世物 とな っている。 こ
れ らは必ず しも最初から興業的な性格を持っていたわけではないが,次 第に興業的な見せ物 となって
い った歴史 を 見 るこ とが で き る(Altick1978,pp28-33,235-275)。
リーヴァーの自然史,特 に鳥類 のコレクションと民族学的資料は,最 初マンチェスター北部のアル
クリソガム ・ホールで公開されていた。1773年の新聞広告か ら判断すると,彼 は 「無作法な大衆 に
嫌気がさ し」,「知人の貴顕の紹介でチケッ トをもって来る もの以外の下層民」の入場 を拒否するとい
'
って お り,そ う した不 満 か らか,1774年には ロ ン ドンに移 り,レ ス ター ・ス クエア に くフ ォロ フ ァ
シコソ〉 を開 い て,半 ギ ニ ーの入 場料 を とった とい う(Lewis1984,p26)。しか しこの収 入 では,つ
いにはコ レクシ ョンを維持できな くな り,パーキンソンに買い取 られることになる。パーキンソンも,
1806年に資料 を最終的 に散逸 させ るまで,ブ ラックフライアー橋の南側 にあった丸屋根の建物で,
有料 でそ れを 見せ ていた とい う(Altickl978,pp28-33)。
最初,ビ ュロ ックの絵 画 の コ レク シ ョンの展 示 は,1795年頃,シ ェフ ィール ドに開 かれ,1801年
には リバ プー ル,そ して ロソ ドソ と移 り,ロ ソ ドソで は1809年か ら10年間 ピカデ リ 一ーに あ った。 〈パ
ソテ2オ ソ〉 と くロソ ドソルーム〉 という2部 屋からな り,そ れぞれ入場料は1シ リングであった。
〈パンテ リオソ〉では多 くの剥製動物を生息地別のグループにわけて ドラマティックに見せてお り,
当時 ロン ドンで最 も人気の集まった見せ物の一つである。そのコレクシ ョンは自然史系の資料が中心
で,そ れ らは リンネオー ダーで整理され,並 べられていた という。 この コレクシ ョンには,こ のほか
,にも各種の美術品,甲 冑,自 然の奇物 や歴史学的,民 族学的資料を含んでいた(Altick1978,pp235一
252,Lewis1984,p26)o
この二つの博物館は,博 物館 というもの,博 物館 とい うアイディアを一般化するのに実 に役立 った
といえる。少な くとも,民 衆の間に,見 る特権を得るためにお金を払 うことをあた りまえのことと思
わ せ る ようにな った,と ル イスは評価 してい る(Lewls1984,pp26-27)。
完全にな公開されてはいなかった個人のコレクシ ョンについても,そ の内容を伺 うことのできるも
のはい くつかある。ジョン ・ハンターの レスター ・スクエアにあったコレクシ ョンは生理学的な標本
で,シ 峯テマ ティヅクに並べ られていた といわれ,こ のコレクションは最終的には リソカーソズ=イ




瓢ンは,の ち にグ ラ スゴー 大学 のハ ンテ リアン博物 館 とな った もの で あ る(Lewisl984,p27)。また
サー ・ジ ョセブ ・バ ンクスのソーホーにあ ったコ レクシ ョンは,学 者 たちには自由な利用を許 してい
た という。この うち植物の標本については,現 在 も大英博物館の自然史博物館に収蔵されている。バ
ンクスはクックの第1回 の探検航海 に同行 してい るこ とで有名であ り,そ の航海 によってコ レクシ
ョンを増 や しているが,こ の時助手 に雇 ったダニエル ・ソランダーはスエーデンでは リンネの学生 で
あ り,大 英 博物 館の ス タ ッフの 一人 で もあ った(Gascoigne1994,pp119-183)。
19世紀 に入る と,様-tな団体が様 々な理 由からコレクシ ョンを形成す るようになる。政府,大 学,
学校,そ の他の教育団体,研 究団体,古 典学者,科 学者,興 業主や一部の貿易会社な どである。
貿易会社の もの としては,東 イン ド会社の コレクシ ョンが最 もi著名で,社 員は標本を収集すること
を奨励されていた。ア ジア研究の前進 を企図 して1801年に創立された東イン ド会社 のコレクシ ョン
は,入 場券を買えばだれで も見ることがで きたもので,そ れは当時,主 として珍奇なもののキ ャビネ
ッ トと して ロン ドンの 大 衆 に知 られ てい た(Altick1978,pp299-300,508)。この コ レク シ ョン の大
部分は,1851年の第1回 万国博覧会にあ たって イン ド館の重要な展示品 としての役割を果た し,後
に1857年に政府の手 に移 って,イ ン ド博物館 となる。そ して最終 的には,サ ウスケソジン トン博物
館を経 て,ヴ ィク トリア ・アルバー ト博物館のコレ'クシ ョンの一部 として現在に至 っている。
4-419世紀前半期における国立博物館の拡充
大英博物館では,博 物館の全体 を監督す るのは図書館長 であ った。 この ことでわかるように,大 英
博物館にあっては,最 も重要な資料は図書類と考えられていた節があり,各種の文化財や自然史関係
資料 のキーパーはスタッフ としている としても,図 書館長の下に位置づけ られていた。博物館専門職
とい う概念は,未 だ登場 していない。 こう した,ラ イブラリアンをもって博物館専門職に当てる とい
う考えは英国特有のものであるが,その出発点は大英博物館の粗織にある。19世紀末にはこうした
考え方には転換がもたらされるが,今世紀前半期でも,ライブラリアンによる博物館運営は,地方博
物館などでは残 ってお り,問題 とされていたことが,マ イヤーズ ・レポー トなどの博物館問題に関す
る調査や改善勧告書に伺 える(Miers1928)。
ライブラリアンの指揮監督の下では,資料の管理そのものも図書館的手法で行われていたと見てよ
かろう。事実,1960年代 までの大英博物館は,所 蔵資料のかな りの部分 を展示室に配置 されたケー
スに,分 類整理 し,整 然 と配置す るとい う,開 架式の図書配架 を連想 させるような展示手法を採って
いた 。
19世紀の初めまでには,資 料の増加によって,大 英博物館は大変 に手狭 になってお り,1802年に
ロゼ ッタス トーンを含むエジプ ト関係の資料が搬入 された とき,収 蔵場所がな く,庭 に建:てた木造の
小屋 にそれ らを詰め込む しがなか ったほ どであったが,資 金の乏 しさか ら,こ うした事態 を改善する
こともままな らなかった。 こんな状態であ るので,1815年には建物の維 持を理事会の手か ら離 し,
政府 に依存 することとな り,以 後今 日まで この体制が続 いている。1808年に タウンリー ・ギ ャラ リ
ーができて過密は一時的に改善 されるが,図 書館 も大規模 にな りr1823年にキソグス ・ライブラ リ
ー17一
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一が寄贈 されるに及んで,全 く新 たに大英博物館の建物 を建設す ることが決ま り,サ ー ・ロバー ト・
スマークの設計に より,約 半世紀の年月を費や して新館が完成する(Miller1974,pp116-150)。
一方,国 立の公共美 術館の建設は,英 国では,他 の ヨー ロッパ諸国 にくらべて遅い。バザソが言 う
ように,英国では博物館は科学的な役割のほうこそが重視されるべきであるという考え方があったの
であろう。
その素晴 ら しさで知 られていたアンガースタイソ ・コ レクシ ョンが外国に流失 して失われそうにな
った時,議 論は紛糾 して,つ いに1824年に,議 会はその買収の必要 を投票 によって決め,国 立の美
術 館 くナ シ ョナル ・ギ ャ ラ リー 〉 をペ ル メル 街100番地 に創 る こ とに した(Lewis1986,p27)。次 第
に他の コレクシ ョン も加わ り,1838年には トラフ ァル ガー ・スクエアの新築 された建物 に移転 して
現在 に至 っている。
4-5大学博物館の拡大
大学 におけ る付属博物館の建 設 も19世紀に顕著な こ とである。オ ックス フォー ド大学 は,す でに
17世紀以来,大 学付属博物館であ ったアシ ュモ レア ソ博物 館を持 っていたが,ケ ンブ リッジ大学は
1818年セジウィ ックが地質学 教室の主任 とな って,す でに1727年に入手 していたウ ッ ドワー ドの地
質学の コレクシ ョンを基礎 とし,こ れを拡大 して博物館を開設 している。同様に,ビ スカン ト・フ ィ
ッッウ ィリアムの遺贈品 も,1848年にケンブ リッジ大学において博物 館 として開設 され る。 フ ィヅ
ッウイリアムは最初,コ レクシ ョンを大英博物館に寄贈 しようと考えたのであるが,理 事会が同一の
標本 についてはこれを処分する というので思い とどまった とい うことである。博物館資料 に関する考
え方 として,記 憶 されるべきことであろ う。 また,グ ラスゴー大学の博物館は,20年以上 も前 にウ
ィ リア ム ・ハ ン ター が遺 贈 してい た コ レク シ ョンを もって,1804年に開館 した(Lewis1984,p27)。
4-6民間における博物館創設運動
英国の自然 と'古文化財 に関 するコレクシ ョンは,ど ち らかというと私的な学術団体である地方学会
組織 な どによって形成 されてい る。18世紀には発掘熱が高ま り,ジ ェン トリー と聖職者 に よって,
主 として墳:丘墓が数 多 く発掘 された。 以後ほぼ150年間 にわたって何千 とい う墳丘墓が発掘された と
いわれている。
この ように,19世紀 におけ る英 国の考古学は,Barrowhunterによって発達 した とい っても過言で
はないが,彼 らの活動 によるコレクシ ョンの形成が,今 日の英国の博物館の考古学資料の相当部分を
占 めて い る。 その 中心 とな って い った コ レクター たち は,ジ ョセブ ・メイ ヤー,チ ャー ル ズ ・ロー チ
・ス ミ ス ,ト ー マ ス ・ラ イ ト,ブ ラ イ ア ン ・フ ォ ー セ ッ ト,リ チ ャ ー ド ・コ ル ト ・ホ ア ー,ウ ィ リ ア
ム ・カニ ソ グ トソ,ジ ョン ・スキ ナー,ウ ィ リア ム ・マ イル ズ,ウ ィ リアム ・ウ ィリアム スソ,ト ー
マス ・ベ イ トマソたちで ある。 彼 らは いずれ も,考 古学者であるこ とを職 業 とす るものたちではな





向を見 ることができる。ア カデミズム とアマチ ュア リズム,デ ィレッタンテ ィズムの蜜月時代 といっ
て も良いのであ ろう。
この ような動向のためか,英 国には ヨー ロッパの他の国のような国立の 自国の古文化財を扱 う博物
館はなかった。 この批判に応 えて,大 英博物館は1850年に,2部 屋の英国古器物の展示室 をつ くる
が,英 国中世古器物局 が置かれるよ うにな るには,な お16年の歳月がかかっている。国家的な リー
ドがなかったために,実 際,多 くの英国の古文化財は,各 地の地:方博物館に収容されている。
この分野での最古の コレクシ ョンはピッ ト・リバースの もので,世 界各地 の民族資料,先 史学資
料,彼 自身の研究によってその歴史があとづけられた英国の火器な どが集められていた。彼は英国の
火器の発達を説明するためには,地理学的に標本を並べるのではな く,型式的に分類 し,並べるほう
が良いとの結論 に達 している。 こめ コレクシ ョンは1874年以来,ベ セナル ・グ リー ン博物館 に貸 し
出されていたが,1883年にはオ ックスフ ォー ド大学 に寄贈 されることにな った。彼はまた,ド ーセ
ッ トにファーソハム博物館を創っている。 これは彼の発掘資料,特 にクランボーソ ・チ ェイスの出土
資料 を収蔵す るためにつ くった もので,1880年に彼 が相続 した リバース家の屋敷の一部 を成 してい
た(Bowden1991)。
4-7市立博物館の設立運動
19世紀の中頃,市 立博物館が創 られるようにな るのは,そ;れに先立つ40年間の社会的,政 治的影
響によるものである。 この頃は,産 業革命 の影響 に対応 して,政 府の諸計画が手直 しされる時期であ
っ た 。
産業革命は,あ っという間に首都の外側に人口集中地区を出現させ,巨大な社会変革をもた らし
た。製造業者たちは,新 しく開発 される機械を管理 ・操作 し,よ りす く●れた製品を造 り出す ことによ
って競争に打ち勝とうとして,自社の労働者たちを含んで,技巧やデザインの原理についての知識を
拡大する機会をもつべきであるという考え方を持つに至ったといわれる。新 しい工業社会の職工たち
によって,グ ラスゴー,エ ジンバ ラ,ロ ソ ドソに職工組合が創 られ,こ の考 え:方はたちまち全国的 に
広 が り,1860年には,610の組 合 と10万人 以上 の メンバ ー がい た とい う。
これ らの職工組合 は,最 初は,組 合員に対するフ ォーマルな教育機 会の提供が主な ことが らであっ
たが,間 もな く見学旅行を組織 した り,一 般向けの展示 を企画 した りするようになった とい う。 例え
ば,ロン ドン職工組合は国立商品陳列館の発展を助け,毎年組合の展示会に出品される新発明や改良
品を確保 し,1835年までには,こ のコ レクシ ョンは レスター ・ス クエアの国立工業機械芸術博物館
として,毎 日公開されるまでになっていた とい う(Lewjs1984p28)。このほかの職工組合 も数 多 く
の博物館 を創 っている。 それ らは,科 学技術や製品 に関するものばか りでな く,自然・や文化財に関す
るものまでを含んで おり,こ う した博物館の成功が,地 元に博物館を持 とうとい う考 えを発展させる
ことになった といわれている。
政府 もこうした社会の動向に注意 を向け始め,博 物館や美術館問題 ではジ ェームズ ・シル ク ・バ ッ




れ,博 物館,美 術館を創 り,彫 刻,絵 画を公共建築物に展観 し,デ ザイン学校 をロソ ドソに設置する
ことが勧告されている。 もっとも,こ の勧告で実現 したのは最後のデザイン学校 だけであった という
(Le、vis1984,p28-29)。
1845年にな って,よ うや くこうした改革の成=果として 『博物館法1845』が制定され,地 方 自治 体
が博物館建設を進めることを容易に した。議会は,同 時 に,芸 術 ・科学 ・文学 のコレクシ ョンの保護
法を発効させているが,こ れは,悪 意に基づ く殿損についての罰則を設けた もので,博 物館への一般
大衆のアクセスを容易にすることは,資料の殿損に繋がりかねないという博物館と識者の心配が生み
出 した法令であった。 しか し,職工組合の展示会 の客の行動 を見 ると,か な りの程度,そ の心配は消
えてはいたはずであ り,実 際,そ うした事故は驚 くほ ど少なかった。いわゆるエリー ト層のあ る種の
思い上がった心性の反映として興味深い問題である。
4-8万国博覧会と博物館
1851年に,ロ ン ドンのハイ ドパークでバ ックス トン設計の:水晶宮 を舞 台 として行なわれた万国の
工業製品の大博覧会については各種の著書が刊行されているので詳細は省略するが,この博覧会は市
民の強い支持を受け,せ っかくの収集品を散逸させず博物館を建設すべきであるという論調が生み出
される。 この結果,1857年にサ ウス ・ケソジソ トソ博物館が開館 される ことになる。今 日のヴ ィク
トリア ・アルバー ト博物館 と科学博物館の前身である。
英国の最初の2つ の国立博物館(大 英博物館,ナ シ ョナル ・ギ ャラ リー)の 時 とは違 って,コ レ
クションと博物館創設の資金が突如 としてできたために,降って湧いたように博物館が創られたのが
サウス ・ケンジン トソ博物館であ った ともいえる。 もともとマこ一ユフ ァクチ ャーの博物館は1852年
にマールボロ ・ハウスに創 られ,そ こには大博覧会か ら運んだ もの もい くつかは展示 されてお り,開
設 の年 には9万 人以上の入場者 があ った という。 その地にあ った5年 間の間,美 術工芸博物館 と呼
ばれていたが,大 変 に重要な博物 館 としての発展 がヘン リー ・コールによって もた らされている。 コ
ールは美術工芸博物館もその一部である政府の科学 ・芸術局の共同事務長であったが,博物館のもつ
教育可能性を非常に高 く見ており,より広範な市民の博物館利用を促進させる諸方法を開拓 してい
'る 。そ うした発展,改 善のなかには,夕 方の開館や,講 演の実施な どがある(Lewls1984,p30-31)。
新 しい博物館の敷地 としてサウス ・ケソジソ トソの地 が大博覧会の収益金で購入され,1857年に,
〈プロソプ トソ ・ボイラー〉 という名で知 られるようにな った,一 時の間に合わせの波鋼板で造 った
建物 に移 った。博物館の施設 としては余 りにお粗末な ものであ り,工 芸技術学校が付設 された り,博
物館内に食堂が設け ら;れた りしている点や開設当初,館 の名称 が転々 と変 えられた りもしているこ と
か ら,博物館 としての コンセプ トに疑 いをはさむ論議がないわけではないが,主 導老のヘン リーコー
ルは,こ の博物館は科学 と工芸の最良の作品を調べるこ とので きる国立のセン ター として,ま た国内





かった。 しか し,コールの明確なビジ ョンにもかかわ らず,科 学 に関する領域のコ レクシ ョンは装飾
芸術のそれ と同 じようには発展,増 加 しなかった といわれている(Physick1982,pp19-32)。
一C大英博物館(自然史博物館)の開設
大英博物館では,新 館ができ上 がったとはいえ,な お施設が手狭で,深 刻 なスペース不足の問題 に
悩まされていた。早 くも1859年以前 に理事会は 自然史関係の コレクシ ョンを他 に移 すべきである と
いう答申を得ていたが,政 府の委員会は,ブ ルームスベ リーにこのまま留まることに決定 していた。
しか し,現実の資料増加 と収容スペース不足はまった く解消されず,増 改築 も検討はされていたが,
現実的ではない とされて,サ ウス ・ケンジン トソに新 たに自然史関係資料だけを移 して分館 とするこ
とが決定される。こう して,1881年,自然史部門は,サ ウス ・ケ ソジソ トソのアルフ レヅ ド・ウオ
ーターハウスに よる新 しい建物に移された。大英博物 館(自 然史)は1881年に開館 したが,1963年
に 『大英博物館法』が改正 され るまでは,依 然 としてブルームスベ リーの理事会の管理下に残 された
(Stearn1981,pp9-16,41-63)o
大英博物館がコレクション分割の禁1ヒ条項 と抵触する分館設置に踏み切ったことは,全ての知識は
1ヶ所に蓄え られているべ きである とい う18世紀的な百科事典的 コンセプ トの終焉 を意味する とい う
こともで きる。 もっ ともその最初の流れは,1824年にナシ ョナル ・ギ ャラ リーが開設 された時か ら
始まっている ともいえないことはない。
519世 紀イギ リスにおける博物館 と社会
5-tlS世紀英国の博物館の発達
19世紀にλ ると,こ の時代か らは,さ まざまな学術団体 が結成 され,そ れ らの多 くが,コ レクシ
ョン を形 成 し,博 物 館 を創 設 して い くとい う様 子が 見 え る(Murray1904,pp267-269,Lew至s1984,
PP26-29)。
19世紀の中頃には,地方都市での博物館創設が始まり,図書館とともに地域の社会教育のための
施設 として位置付け られて,開 館 が相次 ぐ。1860年までに,英 国には約90の博物館があった とい う
が(1.ewislb84),その大半は,こ うした地方都市や,地 方の学術団体の設立 した博物館であ り,そ
の設立の契機 となったのは,1845年の 「博物館法」である。
また,今 日の博物館の教育活動 につながる重大な動 きが形作 られ るの も,19世紀後半の事であ り,
その最も先進的な例をサウス ・ケソジソ トン博物館 に見ることができる。 これは,ヘ ン リー ・コール
の主導にな るもので,学 生 と一般大衆を対象 とした多 くの教育プログ ラムを開発 し,実 施 している。
コールは,博 物館 というものを,実 際の具体的な 〈もの〉を使 って,.老若の一般大衆の教育に奉仕す
る機関であ ると定義 し,組 織的な教育バイアスの高い展示を企画 し,資 料の貸出 し,巡 回展示,夜 間
開館(こ のために,開 館当初から,当 時はまだほ とん ど採 り入れ られていなかった展示室のガスによ
る照明を設備 している),特別展 な どの催 し,パ ーテ ィ,講 演会,実 技教室,セ ミナー,出 版 とい っ
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た,今 日か ら見て も遜 色のない,多 彩な教育プログラムを実施 していた くAlexander1983,pp143一
173,Physick1982,Hudson1987,PP90-91)o
博物館の展示の改革の始まりも19世紀後半のことで,解説ラベル(題箋)の登場,生態群による
展示の創始 が見 られる。当時のもっとも卓抜な展示理論 とその実践は,ヘ ン リー ・コールのサウス ・
ケソジン トソ博物館 とウ ィリアム ・フ ラワーによる大英博物館(自 然史博物館)に 見ることができる
(Steam1981,pp75一一76Alexander1983,pp158…166,Hudson1987,pp67-72)。特 に,ウ ィ リ ア ム ・
フラワーによる,進 化論に立脚 した自然史博物館の展示の改革は,前 代の リチ ャー ド・オーエンの考
え方を全 く否定 する,極 めて先鋭的な ものであった。
そ して,こ う した19世紀の博物館の発達 を,基 礎 として,博 物館専門職員の必要性が叫ばれる よ
うにな り,ま た,英 国博物館協会が結成され る(1889)ことになるのが,19世紀 も末の ことであ る。
5-2地域の学術団体と博物館
地域 に各種のクラブやソサエテ ィーを発達させているのは,英 国文化の特徴でもあるが,こ うした
クラブやソサエテ ィーの創設 は18世紀末か ら19世紀前半に著 しい。 こうした団体が博物 館を作って
いったのが,19世紀 を通 じての英国博物 館の発展の特徴で もあるが,1845年の博物館法 と,1851年
の第 ユ回方 国博覧会の成功は,疑 い もな く英国各地 に博物館 を開設 させ る,強 いインパク トとなっ
たことはいうまでもな い。
レスター大学 のスーザン ・ピアースによれば,こ の1845年の博物館法は,1828年か ら1848年の間
にな し遂げ られた国法 の集成整備の一環 をな していた とい う(Pearce1990,pp1547)。その法整備
とは,あ らゆ るキ リス ト教徒 に公民権を開 くこと(1829),選挙法の改正 への着手(1832),地方政
府法の改正(1835),工場労働者の保護の部分的前進(1833,1844>などで,現 在の英 国の法 と福祉
の出発点とも評価される大きな変革の一部をなしていた。こうした変革の原動力は,英国社会の産業
革命を経ての成熟の賜物 ともいえるが,よ り直接的には,『ヨー ロッパ大陸 を飲み込むかの勢いを見
せていた革命の嵐が英国に及 ぶことを懸念 して』(Pearcc1990,p17)の法整備 と福祉政策であ ると
いえる。 ここでは,博 物館 も,『無法な大衆を,ビ ク トリア朝社会の望んだ穏 当で,責 任ある,行 儀
のいい市斑へ と変えて い く役割を担 うもの』(Pearce1990,p17)として位 置付け られた ことは疑 い
・ ない。ただ,博 物館法が本来的 には最 も深 くリンクす るべ き教育法だけは,な ぜか この法整備 の中か
ら抜け落ちている。 これは,当 時,初 等教育を担 っていたさまざまなキ リス ト教組織 の,宗 派 ごとの
違いや利害 が障害 とな ったことに よるといわれる。 これが解消されて,英 国の学校教育システムが確
立するのは,1870年まで待たなければな らない。 とはい って も,当 時,博 物館 と学校 との間には,
なん らきちん とした関係が形作られていたわけではない し,そ う した動 きも見 られない。
ここでは,地 方におけるソサエテ ィーの成立 と,そ れ らの学術団体が博物館 を創設 してい く具体的
な様子を,考 古学の分野で見てみ よう。
英国の公立博物館の考古学 コレクシ ョンの多 くは,そ の博物館創設の基 となった 「文学 ・哲学」協





1845年以前 に は,ヨ ー クシ ャー,デ ボ ン,エ クセ ター,コ ー ンウ ォー ル,ス カー ボ ロー な どの 博
物館 とその考古学 コレクシ ョンが,そ れぞれの哲学協会に よって作 られているが(1813～1829),こ
の動 きは止まらず,さ らに多 くの地方 で考古学コ レクシ ョンの収集が進め られる。カンタベ リー文学
哲学協会の会員による考古学 コレクシ ョンの形成は1825年に始 ま り,1846年開館の カンタベ リー市
立 博物館へ とつながる。シ ェーフィール ド市立博物館の一部をなすウェス トン ・パーク博物館は,シ
ェフィール ド協会のコレクシaン を もって,玉875年に開館 されてい る。 さらに,1849年創設の レス
ター市立博物館の考古学 コレクシ ョンは,1835年,レスター協会の創設 間もな くの時点か らコレク
シ ョン形 成 が始 め られて い る(Pearce1990,PP17-19)。博物 館 開設 以前 に も,こ れ らの コ レク シ ョ
ンは,時 折,展 示公開 されているが,そ の成功や評判は,ま すます博物 館開設の熱 を強 くさせてい
る。 これ らが実現 した背景 には,1845年の博物館法があることは疑いない。
このような,英 国内での考古学的関心の高 まりは,1843年に,各 地の ソサ エティーを して,英 国
考 古学 協会(BritishArchaeologicalAssociation)を結 成 させ るこ とにな り,1844年に,カ ン タベ リ
ー で初 の 会 議 を 開 催 して い る し,1845年に は,ラ イバ ル 組 織 の 考 古 学 会(ArchaeologicalInstitu一
tion)が設立されている。 この二 つの組織の創設は,さ らに,国 内各地の地域考古学 熱を高めること
にな り,各 地 に考古学会を作 らせ,コ レクシ ョン形成 や,地 方都市の博物館の考古学部門の創設,考
古学部門の展示の開設 を強 く促 してい る。地方の考古学 会は,1845年のノーフ ォー ク考古学会の創
設 を皮 切 りに,1846年,カ ソプ リアン,サ セ ック ス,1854年,サ リー,1857年,ケ ソ テ ィシ ュと続
き,1870年頃 ま でに,ほ ぼ英 国中 に創 設 され,今 日に至 って い る(Pearce1990,pp18一一2C)。
この時期は,ま さにr博 物 館法1845』が制定 された時期であ り,こ れ らの考古学会の活動は,同
時に極めて重要な考古学博物館を創設 していることは注 目される。例えば,ド ーチ ェスターの博物館
は,ド ーセ ヅ ト考古学 ・自然史協会が1846年に,デ ビゼスの博物館は,ウ ィル トシ ャー考古学 ・自
然史協会が1853年に創 設 した ものであ る。タウン トソ,卜 一ケィ,エ クセターな どの例に見るよう
に,今 日では,こ れ らの博物館の設立団体であるソサエテ ィー も,地 方政府の資金を受け,そ の要請
に従った活動 を してい るとはいうものの,コ レクションに関す る重要な権利は保持 したまま,博 物館
と大変に うまい関係にある という。
5-3サ ウス ・ケン ジ ン トン博 物館 とヘ ン リー ・コール
1951年の 初 の 万 国博 覧 会 は,総:入 場 者 数6,039,195人,収益186,000ポン ド余 り と,大 変 な成 功 の
うちに終わる。ヘン リー ・コールはアルバ ー ト殿下の片腕 として,そ の中心的な人物であった。アル
バー ト殿下の計画は,当 初か ら,博 覧会を契機 として,そ の収集品 と収益で,学 校,博 物館,集 会場
を備えた一種 の工業大学を創設することを含む ものであ った。博覧会の成功 によって,こ れは十分 に
可能 とな り,博 覧会場 とな ったハ イ ド・パー クの南に接するサウス ・ケソジン トンに,87エーカー
の敷地を買い求めることができた。博覧会理事会は,そのまま,この計画のための理事会として存続
す るこ とにな る(Physick1982,PP19-23,Alexander1983,PP143-158)。この 計画 の推 進の 中心 にな
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るの もヘ ン リー ・コー ルで あ る。
1857年には,後 に 〈プ ロソプ トソ ・ボイ ラー〉 と椰楡さ:れることになる波鋼板製 の建物 に・サウ
ス ・ケソジソ トソ博物館が開館する。 この博物館は,基 本的には,万 国博覧会の収集品を展示するも
ので,そ の内容は,科 学技 術と装飾芸術の両者にまたが るものであった。 このプロンプ トソ ・ボイラ
ーには,パ テン ト博物館 も同居 している。これは,現 在の科学博物館につながるもので,特 許庁の下
にあった博物館で,ア ー クライ トの紡績機やステ ィーブンソンのロケ ッ ト号な どを所持 していた。 そ
一の後,当 初の計画通 り,事務所,博 物館,工 芸学校な どが順次,継 ぎはぎ細工のように建て増 しされ
てい った(Phisick1982,pp19-56)。
アルバー ト殿下 とヘン リー ・コールは,当 時の博物館の考え方,す なわち厳選された珍奇な物 にコ
レクシ ョンを制限 し,観衆 も教養 ある人達,豊 かな人たち,デ ィレッタン トたちを相手にするとい っ
た考え方を批判し,博物館は,産業界に科学や芸術を現実的に応用する利点を知らせ,大衆教育の社
会的価値にその力点を置 き,よ りよい大衆娯楽の開拓に向かうべきである と主張 している。
1854年のサ ウス ・ケソジソ トン博物館の年報でヘ ン リー ・コールは,『博物館 とい うものは・受け
身の眠 っている機 関か もし;れない。百科事典がそうであるように,知 識のある学生が,あ るものを知
ろうとして見るな らば,そ こに多 くの権威を見いだせるものであろ う。一方,博 物館 とい うのは,活
動的な教育機関であるか もしれない。 この博物館は最初か ら,断 固 として この後者の立場を採 って き
た』(Cole1854fromAlexander1983,pp159-160)とそ の考 え方 を述 べて い る。 同 じ く,国 の 博物 館
であ りなが ら,当 時の大英博物館の考え方 とは全 く異な っている。
実際,ヘ ン リー ・コールは こうした主張を裏付ける収集を行 っている。 つま り,同 時代の ものでも
その 目的にかな うものは,そ れが極めてあ りふれた ものであって も収集の対象 としている し,積極的
に展示用の複製品(レ プ リカ)も 制作 している。
サウス ・ケソジソ トソ博物館を主な舞台 として繰 り広 げられたヘ ンリー ・コールの大衆教育 として
の博物館活動は,博 物館に公開された図書館 を付設 することや,シ リーズの講演会の開催,夜 間開
館,博 物館資料のカタログや展示の ガイ ドブ ックの出版な どが計画され,実 行 されている。 また一一方
では,ガ イ ドブ ックを買えない貧 しい者たち にもr今,自 分が何を見ているのかが,分 か るように』
豊富な題箋や解説パネルを用意するなど,ほとんど今日の博物館と同じことが実現されている。特別
,展 の開催 もへγ リー ・コールが力を入れた もので,例 えば,マ ールボロ ・ハウスの美術工芸博物館に
既 に 『失敗の原理展』 とい う特別展 を開 き,悪 いデザイン見本 を展示 している。 さらに,1852年以
来,ヘ ンリー ・コールは巡回展部門を組織 し,列 車 に積載 して移動出来 るように計画された430点の
資料,150点の額装の絵画,写 真を もって,2年 後の1854年からこれを実施 に移 している。4年 間 に・
22か所で巡回展を開催 し,238,882人の入場者 があった と記録 されている。また,博 物 館に レス トラ






19世紀の科学で,今 日まで最大の影響を及 ぼ している貢献は,ダ ーウィンによる進 化論の提唱で
あるといって良か ろう。 しか し,19世紀 の後半は,ま さに,こ のダーウィンの進化論を受け入れ る
か どうかの大論争の渦中にあった。
大英博物館もその主要な舞台のひ とつとなったところで,『種の起源』が発表された当時の自然史
部門の部長は,リ チ ャー ド・オーエン(在 職機関1862～1884)であ ったが,彼 は敬露な クリスチ ャ
ンであ り,進 化論批判の急先鋒の一一・人であった。 このため,大 英博物館では,自 然史部門ばか りでな
く,他 の分野 において も,進 化論的な解釈 に対 しては,か な り強 い反対や抵抗 があった ように見 え
る。
当時,大 英博物館は,次 々に増加する資料 を収蔵する場所す ら無い ような有様 とな り,拡 張,増 築
が焦眉の問題であ った。さまざまな曲折を経て,自 然史部門 とその資料をサウス ・ケソジン トソに新
館を建 設 して移転 させ るこ とが決定され,そ の建築設計 をアルフ レッ ド・ウオー ターハ ウスが行 うこ
と に な る(Millerl973,PP224-244,Stearn1981,PP41-54,Girouard1981)。こ の 結 果,当 時 の 流 行
とはやや異なってはいるが,ロマネスク様式の実に個性的で美 しい建物(今 日も国立自然史博物館の
本館 とな っている建物)が 完成 し,移 転が開始 されるの は1880年で,す べての移転 には1883年まで
かか ってい る。
リチ ャー ド・オーエ ンの新博物館のゾランは,イ ンデ ックス ・ギャラリーを中心 として,そ の各イ
ンデックスに対応する展示室を配置するものであったが,そ れを貫いている理論の基礎は,キ リス ト
教の天地創造神話に置かれていた という。神の創造の奇跡を讃え,目 の当た りにするという理念がそ
の基礎 にあ った とい う(Stearn1981,pp27-38)。
この展示に対 して,ダ ーウィンの強力な後援者であった トー マス ・バ クス レイは,強 く批判 を加え
てお り,移 転を完了 し,自 然史部門の部長 としての責を果た し,高 齢をもって退任する リチ ャー ド ・
オーエ ンの後任 として,進 化論者のウ ィリアム ・フラワーを推薦 して大英博物館(自 然史博物館)の
初 代館 長 に据 え る こ とに成 功 す る(Stearn1981,pp41一一54)。
ウ ィ リア ム ・フ ラ ワー は,1884年,館 長 に就 任 す る と,リ チ ャー ド ・オー エ ンの展 示 を全 く破 棄
して,進 化論に基礎を置いた展示 として再構築 してい く。その展示の一部は,現 在も国立 自然史博物
館の一・部に見 るこ とができるが,極 めて整然 とした,ア カデ ミックな ものである。 しか し,そ こに付
されている題箋 や解説は,実 際には,相 当専門的な内容の もので,必 ず しも平明なものではない とい
える。 この点では,ヘ ン リー ・コールの考え方 とは相当の開 きがあ り,あ くまで も,博 物館はアカデ
ミックな,日 で見 る百科事典 といった考 え方が底流にあると見て良かろ う。 しか し,研究 と展示を貫
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く科学性を全面 に押 し出 し,「ものを見せ る」か ら 「もので見せ る」 への転換が始まっている し,博
物館がその研究に基づく仮説の提唱,検証の場であることを明確に位置付けたといえる。





デンマークのク リスチ ャン ・ヨルゲソセソ ・トムセンの三時代法の提唱は,『種の起 源』に先立つ
1836年に遡 るが,こ の考 え方 も,あ る種の進化論的解釈であろう。英国にこの考え方 が伝え ら;れる
のは,英 語版の トムセンの 『北方の古代遺物 へのガイ ド』(1848)とワルソーによる 『デンマーク原
始 時 代の遺 物』 〈1849)による(Daniel1975,p47)。
この影響は,必 ず しも急速 に広 がったわけではないが,1850～1870年代の大英博物 館から刊行 さ
れているガイ ドブ ックを見 ると,徐 々にこの考 え方が受け入れ られてい く様子が伺 える(矢 島1989,
p44)。しか しなが ら,石 器 時代 に関 していえば,そ の主人公を どう考えるのかについては,天 地創
造神話 との問での混乱はなお色濃い ものであった。
明確な進化論的な歴史観や編年観が,英 国の博物館に登場するのは,ア ウグス トス ・ヘン リー ・ピ
ッ ト・リヴ ァースの博物館が最初 ではなかろ うか。 ピッ ト ・リヴ ァー スは,ダ ーウィンやその後援者
であった トーマス ・ハ クスレイの友人で もあ り,ダ ー ウィンの進化論 に対するこの分野での追従者で
あ った。
ピ ッ ト・リヴァースは,軍 人であ り,当 初は銃器のコレクションで著名で,こ れを型式的に区分 し
て,そ の歴史的発展 を示 している。 しだいにコレクシ ョンは他の武器 にも及んで,考 古学的資料や民
族学的資料を豊 富に包括 するようになる。1870年代 には,彼 の コレクシ ョンは博物館 を開設で きる
までにな り,14,000点にのぼ る資料が,進 化論的原理 によって配列,展 示され,同 時に,そ の考え方
は 『文化の進化』(1875)として刊行 されている。 これ らの資料の展示は,最 初は 自宅で,次 いで,
サウス ・ケソジソ トソ博物館のベスナル ・グ リーン分館で展開され,そ して,最 終的に1883年には,
オ ック スフ ォー ド大学 に寄 贈 さ:れ,ピ ッ ト ・リヴ ァー ス博物 館 とな る(Hudsonl987,pp31-33,67,
Pearce1990,pp27-29,Bowden1991)。
ビ ッ ト・リヴ ァースの考 古学 への関心 は,1880年代 には,自 身で発掘調査を行 うまでにな り,ク
ラソボーソ ・チ ェイスの一連の発掘調査 を実施 し,そ の報告書 を刊行するが,こ の発掘資料ばか りで
な く,同時に,精 力的 に考古学遺物の収集,民 俗資料の収集を行 って,自 身の家であるフ ァーソハム
に博物館を創る。 この博物館は,野 生動物園,野 外劇場,来 館者用の休憩施設,農 場,ピ クニ ック ・
エ リア,ホ テルな どを持つ大規模な もので,1970年,財政的 に維持困難 とな り閉鎖 されるまで続 い
てい る(Pearce1990,p28,Hudson1987,pp31-33,Bowden1991,pp141-153)。
このファーンハム博物館は,当 時,全 く例のない博物館であ った といえよう。考古学 資料 ととも
に,人 類学,社 会史,民 俗学の資料を包括 し,広 大な敷地 に,野 外施設を含んで構成されていた もの
で,来 館者 にさまざまな レジャー活動 も提供 していた。それ らが,い ずれ も,博物館へ しば しば相当
遠方か らも人を吸い寄せることになった。
このような博物館について,ピ ッ ト ・リヴァースは,次 ぎの ようにその理念 を語 っている。
大英博物館の ような博物館を,r私は参考博物館(MuseumofReference>と呼びたい。あるいは,
も っ と適切 には研 究博 物 館(MuseumofResearch;と呼 ぶ べ きだ ろ う。』 だ が,私 の 博物 館 は,r教





そ して,そ の教育の主題は,『大衆 自身 の手 に政治的 な権 力を認め ることが正 しいことだ と,兼 ね
て考え られてきている。 だが,大 衆は無知 であ り,そ の知識は無知 ゆえに沼地 の底 に沈め られてい
る。 かな りの数の教養あ る人たち と無教養の人たちが,と もに この ことを明らかだ保証 している。彼
等 に欠けてい る知識は,歴 史の知識である。 これが,彼 らをデマゴーグやアジテーターの も くろみの
前に,自 分 自身を投 げ出させることになる。 このデマ ゴーグやアジテー ターたちは,過 去の歴史 と彼
らを切 り離そ うと努力 し,悪 弊 とともにその まま過 ごすための治療法を求め,こ れまでの経験の認め
るところでない,ド ラステ ィックな変化の中 に,将 来の発展の手段を求める者たちである。 そうした
ことに対す る有効な経験 を与 えて くれるのは,他 で もない歴史の知識なのであ る』 し,『自然の法則
には ジ ャンプ は ない』 とい うこ とを銘 記 しな くて はな らない(Pitt-Rivers1891fromBowden1991,
p141),とい う もの であ った。
ここには,ヘ ン リー ・コール とはまた違 った博物館教育論が見て とれ るが,い ずれ もヴ ィク トリア
朝社会の中で醸成された教育哲学を色濃 く見せているといえる。
5-f博物館のガイ ドブ ック
博物館のガイ ドブックが登場 するの も19世紀の こ ととい って良かろ う。 キ ャビネ ッ トの頃 よ り,
そのコ レクシ ョンのカタログは数多 く出版 されているが,博 物館来館者のために,展 示 を解説 した出
版物が現れるようになるのは,博物館を公共教育の機関 とする認識の広がりと,博物館利用者の層
が,一 般 にも相 当の広が りを見せるようにな って きた証拠で もあろう。
すでに触れたように,ヘ ン リー ・コールは,サ ウスケ ソジソ トソ博物館の事業 としてガイ ドブ ヅク
の編集,出 版 を行 って いるが,こ の種の博物 館の ガイ ドブ ックとしては,『大英博物館の美術品ガイ
ド』(1826)が,最 も早 い もので あ ろ う。 も っ とも,既 に1808年,1810年には,展 示 の 概 要 を示 す
シノプスは作 られてお り,1810年の ものは一般 に も入手で きた とい う(Grewal1991,p197-198)。
その後,今 日まで,大 英博物館は,各 種の ガイ ドブ ックを発行 してきているが,そ の時代時代を反 映
する編集が見てとれる。
ヴィク トリア朝英国の大英博物館のガイ ドブ ックは,や は り時代を反映 して,当 時の教育観,つ ま
り無知な大衆を教化 し,良識 あるナ ショナ リス トに して大英帝国の一員た る自覚,誇 り,責 任を助長
す る とい った 観 念 が強 くうか がえ る とい う(Grewall991,PP195-197)。こう した 教育 観 は 『ロソ ド
ソの学芸 』(Becker1874)などに も色濃 く見 る こ とがで きる。
5-7英国博物館協会の成立と博物館専門職員
地方都市での博物館の増加の著 しいのが,19世紀英国の博物館史の特徴であるが,その多 くは,
施設 と して十分な ものではなかった ようである し,そ の コレクシ ョンや展示 について も,多 くの問題
があったようである。
1877年には,ネ ーチ ャー誌が,『博物 館の リフ ォーム』 とい うタイ トルの特集 を組 んでいる。 この
一27一
102
特 集に力 を入れたオーエン ・カレッジ,マ ンチ ェス ター博物館のボイ ド・ドーキンス教授 は,諸 外国
の博物館は,『良 く管理 され,上 手に配列されてお り,そ の資料 も個人の コレクシ ョンに頼ってはい
ないのに対 して』,英国では,『博物館は,あ る種のバザーか,個 人の邸宅に飾るに不 向きな雑多な珍
奇な ものの入れ物 に過 ぎない。あるいはまた,資 料が込み合 って詰め込 まれていた り,あ るいは,場
所を作 るために肝心のものが しまい込まれていた りするために,そ れ 自体は価値あるものの集ま りで
はあって も,全 く実際的な 日的 に対 しては価値の無い構成がされている』(Dawkins1876,pp78-79)
と批判 している。この批判の主たる対象は,個 人やソサエティーのコレクシ ョンに頼 っている多 くの
地方博物 館だが,そ の批判はほ とん ど正確な指摘 とな っていた。
このネ イチ ャー誌の論説に対 して,ウ ィリアム ・フラワー とボイ ド・ドーキソスが応 えて,博 物館
協会の結成 というアイデ ィアを打ち出す。そ して,こ れに応えて,シ ェフィール ドの ウェス トン ・パ
ーク博物館のキ ュー レーター,エ ラィジャ ・ホワースは,近 年,さ まざまな専門職集団が協会組織 を
作ってお り,前 年の1877年には図書館司書 も協会組織を作 っている ことか ら,博 物館の キュー レー
ター も同様な組織を作るべきであ り,協 力 して博物館の改革を進めることを呼びかける。 しか し,こ
の時 の呼びかけには,結 局十分 な反応 はな く,こ の時点での 博物館協会の結成 には至 らなか った
(Lewis1989,PP3一一7)。
このネイチ ャー誌の 『博物館の リフォーム』特集は,そ の後 も繰 り返 されてお り,そ の中で,博 物
館専門職員について論議が行われている。 グラスゴーのケルビングローブ博物館のキ ュー レ一夕ーに
就任 したジ ェイムズ ・ペ イ トソは,『スペ シャリス トは,科 学の前進のため に不可欠ではあるが,博
物館のキ ュー レーター としては具合が悪 い。』 とい うのは,キ ュー レー ターは,む しろ 『新聞編集者
であ り,一 般的な知識,一 般的な文化の人』であ るべ きで,『訓練によって身につけ られる,博 物館
の 日常のルーティンな業務について経験を持つ』 ような人であ るべ きではないか として,さ らに,博
物館 はキ ュー レ一夕ーの トレーニング,財 政の改善,自 然 と博物館の機能 に対する人 々の認識の開
発,題 箋の改善,博 物館 どうしで標本 ・資料を複製 してい くような糞料の交換 プログラムの開発に力
を注 ぐ必要性があ ると述 べている とい う(Lewis1989,p4)。
今 口のキ ュー レーター とい うものについての考 え方 とは,や や違いがあるとはいえ,博 物館の専門
職員の分化が行われる以前には,博物館の専門職員の資質として,個別の専門科学のスペシャリス ト
・ であるよりも,一一定の知識,教 養は要求されるものの,む しろ,ジ ェネラリス トとしての資質に富ん
だ ものこそが,博 物館 とい うものの教育的役割を考 える時に求め られる,と いう意見が打ち出されて
いた ことに注 目してお きたい。
最初に博物館協会のアイディアが出されてから約10年間は,その必要性が論議されながら組織の
結成 には至 らず,そ の間に,博 物館 自身の変化,専 門職員の増加が続いていったが,1888年にな っ
て,.ヨー クシ ャー哲学協会博物館のヘン リー ・ブ ラ トナウアーの提唱に応 じて集 まった11の地方博









の急速な展開を 目にした ところで,ひ とまず小結 としたい。19世紀におけ る博物館創設は英国のみ
な らず,大 陸諸国,そ してアメリカ合衆国 に急速 に拡大 し,今 口いわれるところの大博物館のほ とん
どがこの時期に創設されている。特 に,大 陸における博物館の展開では,ド イツ文化圏 とラテン文化
圏にはかな り際立った違いがあ り,そ の社会 と科学 との関係から見て,重 要な問題を内包 している と
予測 しているし,ア メ リカにおける博物館創設運動の展開は,旧 大陸諸国 とはまた異 なった民衆的な
支持の もとで進め られ,そ れが今日まで,あ る意味で生 きてお り,そ れ故に博物館の対社会的位置や
活動展開では先端的な位置にあるともいえることな ど,言 及すべ きことはなお数多 く残されている。
さらに,二度の大戦をその前半期に持つ今世紀における博物館と社会との関係はより複雑で,検討す
べき課題に溢れているとい って もよい時代であ り,今 日の博物館を語 るうえで欠かすことのできない
問題であるが,こ れも稿を改めることとしたい。
本稿をま とめるに当たって,倉 田公裕,馬 場恵二,黒 川哲朗の諸氏に論点の整理,ま た資料の検索
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